
対象者別メンター研修企画
1．メンター・メンティ合同研修
2．初めてメンターになるメンター向け



メンター研修カリキュラム１：メンター・メンティ合同研修
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目的

効果

1．メンター制度理解、貴社メンター制度の理解
2．メンタリング実施のポイント理解

・一緒に受講することで、メンター制度を有効にするため
に必要なことが共通認識、共通言語となるためメンタリ
ングが実施しやすくなります。
・メンターとして、メンティとして求められることが、自分の
考えではなく、その場で生の声として、相手から聞ける
ことによって、意識すべき点がより明確になります。
・信頼関係構築につながるワークを実際にその場で一部
実施してみることで、メンタリングの初回が無理なく実
施できるようになります。

カリキュラム
1

【メンター制度、メンタリングの理解】
・メンター、メンター制度、メンタリングの理解
自社メンター制度目的、実施要項確認
・メンター制度のメリット、意義、効果確認
（ワーク、共有）
・メンタリング活用ツール確認
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【メンタリングを効果的に実施するために】
・理想のメンター、メンティ（ワーク、共有）
・メンター、メンティに求められるもの
・メンタリングがうまくいかない要因と対策確認
・信頼関係構築
－信頼関係の重要性確認
－ライフラインチャート実施（ペアワーク）

時間 2.5時間

メンターとメンティが一緒に受講する研修でメンター、メンター制度、メンタリングの理解、信頼関係の
必要性、メンタリング実施の準備につなげる



1.メンター制度、メンタリング確認
メンター、メンター制度、メンタリングの概要及び自社の
目的、実施要項について確認

【実施フロー】

3.メンタリング効果を高めるために必要なこと
ワークやうまくいかない場合の確認を通じて、実際に
メンタリングに臨む心構えと準備

4.信頼関係構築
メンター、メンティの相互理解を進めるためのワークを
通じて、信頼関係を深める準備を行う
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2.メンター制度の意義・効果確認
ワークや導入企業の事例によってメンター制度、メンタ
リングの意義・効果を確認

メンター研修カリキュラム１：メンター・メンティ合同研修



メンター研修カリキュラム２：メンター経験なし
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目的

効果

1．メンターとして自信と誇りを持って取り組むための
準備

2．メンタリング効果を高めるためのコミュニケ－ション
スキル確認

・メンティの状況や相談される内容とメッセージ、アドバイ
スを事前に想定することで、前向きに取り組めるように
なります。
・メンタリングの効果を高めるためのコミュニケーションスキ
ル「傾聴」「伝え方」「質問」について、ポイントと手法の
確認、トレーニングを行うことで、メンティに役立つコミュ
ニケーションを取る意識とスキルが身に着きます。
・自身のコミュニケーション課題が明確になります。

カリキュラム
1 【メンターとしての心構え】

・メンター「べからず」ポイント
・メンティの状況理解と伝えるメッセージの準備
（ワーク、共有）
【傾聴スキル】
・姿勢、技法、ポイント
・実践トレーニング（ペアワーク）

2 【伝えるスキル】
・言葉の伝え方で結果が変わる：事例共有
背景1：EQ 背景2：プライミング効果

・手法確認
1．肯定表現 2．リフレーミング

3 【質問スキル】
・質問の意義、種類、ポイント
・質問の役割：情報収集、信頼関係構築

考えるトレーニング、当事者意識
視点の切り替え、行動促進

・トレーニング：質問置き換えワーク
【総合ロールプレイング】

時間 4～4.5時間

初めてメンターになる人向けの研修でメンティからの相談や質問に対するメッセージやアドバイスの準備
とメンタリングの効果を高めるためのコミュニケーションスキルの理解とトレーニングを行う



1.メンティの状況理解と伝えるメッセージの準備
過去を振り返るワークとアウトプット内容からメンティから
想定される相談内容や送るメッセージを確認

【実施フロー】

3.伝えるスキル
伝え方で結果が変わる事例、理由、手法を確認

4.質問スキル
質問の意義、種類、役割、有効な質問の仕方を
確認し、置き換えワークでトレーニング
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2.傾聴スキル
傾聴における姿勢、技法、ポイントを確認し、ロール
プレイングで確認

メンター研修カリキュラム２：メンター経験なし


